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カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
出
身
の
演
出
家
で
劇
作
家
、
そ
し
て
俳

優
の
ロ
ベ
ー
ル
・
ル
パ
ー
ジ
ュ

(
R
o
b
e
r
t
L
e
p
a
g
e
,
 1
9
5
7
-
)

は
、
ハ
ン
ス
・

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン

(
H
a
n
s
C
h
r
i
s
忌

m
A
n
d
e
r
s
e
n
.
 

1
8
0
5
—

7
5
)の
生
誕
二
百
周
年
を
記
念
す
る
作
品
の
制
作
を
依
頼
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
生
ま
れ
た
一
人
芝
居
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

(
T
h
e

(
1
)
 

A
~
z
d
e
r
s
e
n
 P
r
o
j
e
c
t
)

は
、
二

0
0
五
年
二
月
に
ケ
ベ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
の

テ
ア
ト
ル
・
デ
ュ
・
ト
リ
ダ
ン
に
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
初
演
さ
れ
、
同
年
五

月
に
は
、
そ
の
英
語
版
が
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
生
誕
地
デ
ン
マ
ー
ク
で
上
演

さ
れ
た
。
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
な
ど
で
、
フ

ラ
ン
ス
語
あ
る
い
は
英
語
で
上
派
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
二

0
0
六
年
に

は
、
日
本
で
の
上
演
に
あ
た
り
俳
優
白
井
晃
が
起
用
さ
れ
、
松
岡
和
子
に

(
2
)
 

よ
る
日
本
語
訳
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
言
葉
の
壁
を
越
え
て

作
品
の
テ
ー
マ
と
物
語
を
日
本
の
観
客
に
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
一
五
六
も
の
童
話
を
生
み
出
し
た
作
家
と
し
て
世
界

は
じ
め
に

ー
隠
蔽
さ
れ
た
自
己
の
表
象
~

ロ
ベ
ー
ル
・
ル
パ
ー
ジ
ュ
演
出

的
に
有
名
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
民
的
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
子
供
だ
け
で
な

く
大
人
に
も
愛
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
俳
優
ダ
ニ
ー
・
ケ
イ
主
演
の

(
3
)
 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
『
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
』
も
、

子
供
た
ち
に
囲
ま
れ
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
物
語
を
歌
い
聞
か
せ
る
ア
ン

デ
ル
セ
ン
を
描
い
て
お
り
、
彼
が
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
た
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
ア
ン
デ

ル
セ
ン
に
ル
パ
ー
ジ
ュ
は
共
感
で
き
ず
、
作
品
制
作
の
依
頼
を
当
初
は
辞

(
4
)
 

退
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
レ
ガ
ー

(Jackie

W
 
ullschlager)

に
よ
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
伝
記
H
a
n
s
C
h
r
蕊
§
n

A
ミ
d
e
r
s
e
n
:
T
h
e
 L
苓

o
f
a
 Storyteller 
(
2
0
0
0
)

を
読
み
、
ア
ン
デ
ル

セ
ン
が
人
気
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
反
し
て
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
同
様
苦
悩
を

抱
え
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
制
作
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
ル
パ
ー
ジ
ュ
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
公
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

く
、
む
し
ろ
そ
の
裏
に
潜
む
暗
い
影
の
部
分
に
焦
点
を
あ
て
た
。
そ
し
て
、

ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
い
う
実
在
の
人
物
と
、
彼
の
童
話
「
木
の
精
ド
リ
ア
ー

デ
』
(
-
八
六
八
）
及
び
『
影
法
師
』
(
-
八
四
七
）
の
登
場
人
物
、
さ
ら
に
ル

パ
ー
ジ
ュ
が
作
り
上
げ
た
架
空
の
人
物
で
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
、
ア
ル

『
ア
ン
デ
ル
セ
ン

神

崎

舞

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
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ヽ

ノ
ー『

ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
や
っ

て
来
た
作
詞
家
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が
オ
ペ
ラ
座
の
観
客
に
挨
拶
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
、
劇
中
劇
の
様
相
を
呈
す
る
。
そ
の
挨
拶
の
内
容
は
パ
リ
・

オ
ペ
ラ
座
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
で
、
当
初
予
定
し
て
い
た

プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
の
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
』
の
上
演
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ

た
た
め
、
代
わ
り
に
自
分
と
オ
ペ
ラ
座
の
支
配
人
、
そ
し
て
モ
ロ
ッ
コ
系

移
民
の
三
人
が
登
場
す
る
現
代
の
物
語
に
置
き
換
え
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
時
、
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
顔
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ

プ
さ
れ
、
そ
こ
に
オ
ペ
ラ
座
の
客
席
の
映
像
が
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
。
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
は
、
実
際
に
客
席
に
い
る
観
客
に
は
背
を
向
け
て
、
ス
ク
リ
ー

ン
に
向
か
っ
て
語
り
続
け
る
。
演
劇
作
品
の
中
で
映
像
を
用
い
る
の
は
ル

且
諾
的
苦
悩

ラ
シ
ド
と
い
う
三
人
を
巧
み
に
絡
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

重
層
的
な
構
造
を
持
つ
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
作
り
上

げ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
作
品
か
ら
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
だ
け
で
な
く
、
ル

パ
ー
ジ
ュ
の
自
伝
的
要
素
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
抱
え
て
い
た
言
語
的
、
芸
術
的
、
そ
し
て
性
的
苦

悩
に
注
目
し
、
彼
の
隠
蔽
さ
れ
た
自
已
が
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
の
舞
台
上
で
い
か
に
表
象
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
結
果
そ
れ

ら
が
ル
パ
ー
ジ
ュ
自
身
の
問
題
を
反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
に
つ

い
て
考
察
し
た
い
。

パ
ー
ジ
ュ
の
常
套
手
段
で
あ
り
、
俳
優
の
顔
を
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
す
る

映
画
的
手
法
は
『
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
・
ト
リ
ロ
ジ
ー
』

(
T
h
e
D
r
a
g
o
n
s
`
 

T
r
i
l
o
塁
1
9
8
5
)

や
『
太
田
川
七
つ
の
流
れ
』

(
T
h
e
S
e
v
e
n
 S
t
r
e
a
m
s
 o
f
 

t
h
e
R
i
0
e
r
o
t
d
、
1
9
9
4
)

そ
し
て
『
バ
ス
カ
ー
ズ
・
オ
ペ
ラ
』

(
T
h
e

B
u
s
k
e
r
'
s
 O
p
e
r
a
,
 
2
0
0
4
)

な
ど
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
ア
ン
デ
ル
セ

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
こ
の
冒
頭
場
面
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が
オ
ペ
ラ

座
の
観
客
に
語
っ
て
い
る
と
い
う
設
定
だ
が
、
オ
ペ
ラ
座
の
観
客
は
実
際

に
ル
パ
ー
ジ
ュ
の
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
観
て
い
る
観

客
と
重
な
る
。
ま
た
劇
中
の
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
つ

い
て
語
り
始
め
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
、
子
供
た
ち
に
物
語
を
語
り
聞
か
せ

て
い
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
や
、
こ
の
作
品
を
作
り
演
じ
る
ル
パ
ー
ジ
ュ
と
も

重
な
る
。

挨
拶
を
終
え
た
ル
パ
ー
ジ
ュ
扮
す
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
、
そ
の
場
で
黒

い
フ
ー
ド
つ
き
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
っ
て
ラ
シ
ド
に
変
身
す
る
。
ラ
シ

ド
は
、
今
は
何
も
映
し
出
さ
れ
て
い
な
い
ス
ク
リ
ー
ン
の
右
半
分
に
ア
ン

デ
ル
セ
ン
の
肖
像
画
を
ス
プ
レ
ー
で
描
き
始
め
る
。
ス
ク
リ
ー
ン
の
左
半

分
に
は
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
j

と
タ
イ
ト
ル
が
表
示
さ
れ
、

ラ
シ
ド
が
ラ
ッ
プ
音
楽
に
合
わ
せ
て
描
い
て
い
る
間
、
実
際
に
こ
の
作
品

に
関
わ
っ
た
人
物
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
表
示
さ
れ
る
。
描
き
終
え
た
ラ
シ
ド

が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
肖
像
画
の
下
に
描
き
足
す
自
身
の
サ
イ
ン
は
、

R

と
そ
の
左
に

R
を
反
転
さ
せ
て
合
わ
せ
た
よ
う
な
形
（
ポ
）
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
の
サ
イ
ン
の

R
は
、
ラ
シ
ド

(
R
a
s
h
i
d
)

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
あ

る
と
同
時
に
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
の
名
前
で
あ
る
ロ
ベ
ー
ル

(
R
o
b
e
r
t
)

の
イ
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ニ
シ
ャ
ル
で
も
あ
る
。
ま
た

R
を
反
転
さ
せ
た
文
字
（
月
）
は
、
こ
の
作

品
が
人
物
の
裏
側
、
つ
ま
り
隠
さ
れ
た
自
己
を
描
く
こ
と
を
暗
示
し
て
い

る
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と

登
場
人
物
、
そ
し
て
ル
パ
ー
ジ
ュ
が
重
層
的
に
描
か
れ
る
こ
と
を
予
告
し

て
い
る
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
一
見
、
生
ま
れ
つ
き
作
家
と
し
て
の
才
能
に
恵
ま
れ

て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
は
言
語
上
の
悩
み
を
抱
え
て
い
た
。
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
自
作
の
詩
を
知
人
の
前
で
朗
読
す
る
際
、
「
私
の
フ
ュ
ー

(
6
)
 

エ
ン
地
方
の
発
音
を
か
ら
か
う
た
め
に
聞
い
て
い
る
人
も
あ
っ
た
」
と
記

し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
自
身
の
訛
り
に
引
け
目
を
感
じ
て

い
た
。
し
か
し
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
言
語
的
に
周
縁
に
位
置
し
て
い
た
の

は
、
単
に
訛
り
が
あ
る
か
ら
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
レ
ガ
ー

が
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
ほ
ど
恵
ま
れ
ず
、
満
足
な
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

(
7
)
 

た
作
家
は
他
に
い
な
か
っ
た
」
と
指
摘
す
る
ほ
ど
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
は

教
養
が
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
心
配
し
た
王
立
劇
場
の
支
配
人
ヨ
ナ
ス
・

コ
リ
ー
ン
の
援
助
に
よ
っ
て
て
八
二
二
年
に
文
法
学
校
に
入
学
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
入
学
後
す
ぐ
、
六
歳
年
下
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
よ
り
も
遥
か
に

知
識
量
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。
「
ラ
テ
ン
語
は
ほ
と
ん
ど
分

か
ら
ず
、
幾
何
学
に
至
っ
て
は
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
上
、
地
理

の
授
業
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
地
図
上
で
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
ど
こ
に
位

(
8
)
 

置
す
る
の
か
を
指
し
示
す
こ
と
も
」
で
き
な
か
っ
た
。
「
最
後
ま
で
ラ
テ

ン
語
や
、
綴
り
方
を
習
得
で
き
ず
、
周
囲
よ
り
も
か
な
り
遅
れ
て
受
け
た

(
9
)
 

正
統
な
文
法
の
教
育
に
馴
染
め
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
「
古
典
の
勉
強
は

デ
ン
マ
ー
ク
社
会
を
支
配
し
て
い
た
官
僚
や
学
者
た
ち
に
評
価
さ
れ
た
優

(
I
O
)
 

れ
た
教
育
の
象
徴
」
で
あ
っ
た
の
で
、
ラ
テ
ン
語
が
で
き
ず
、
綴
り
方
さ

え
生
涯
身
に
つ
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
言
語
教
育
の

環
境
の
中
で
周
縁
に
置
か
れ
、
孤
独
感
を
味
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
で
こ
そ
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
作
品
は
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て

い
る
が
、
教
養
の
な
さ
ゆ
え
に
、
彼
の
作
家
と
し
て
の
道
は
決
し
て
平
坦

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
厳
格
で
誇
張
し
た
情
趣
を
要
し
た
」
当
時
の

文
学
作
品
と
は
異
な
り
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
「
あ
り
の
ま
ま
の
、
洗
練
さ

れ
て
い
な
い
デ
ン
マ
ー
ク
語
」
で
「
あ
え
て
率
直
で
く
だ
け
た
」
表
現
を

用
い
た
。
こ
れ
は
、
古
典
を
学
ぶ
こ
と
に
苦
労
し
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
学

生
時
代
の
ト
ラ
ウ
マ
と
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
に
理
解
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
願
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
当
初
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
作
品
は
斬
新
す
ぎ
て
下
品
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
当
時
は
、

(
1
2
)
 

子
供
向
け
の
作
品
に
も
「
堅
苦
し
く
、
教
育
的
な
」
も
の
が
期
待
さ
れ
て

い
た
の
で
、
古
典
的
な
童
話
の
約
束
事
に
縛
ら
れ
ず
、
自
由
な
発
想
か
ら

作
ら
れ
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
作
品
は
、
道
徳
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
た
。
ア

ン
デ
ル
セ
ン
は
、
作
品
の
素
朴
さ
に
よ
っ
て
次
第
に
大
人
か
ら
子
供
ま
で

幅
広
い
層
の
読
者
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
幾
度
と
な

く
批
判
に
よ
る
挫
折
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
言
語
的
問
題
を
、
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
登
場
人
物
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
か
ら

の
新
参
者
で
あ
る
作
詞
家
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
場
合
、
パ
リ
と
い
う
文
化
の

中
心
都
市
で
の
滞
在
が
、
ケ
ベ
コ
ワ
（
ケ
ベ
ッ
ク
人
）
と
し
て
抱
え
て
い
る

422 



彼
の
言
語
の
問
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
、
パ
リ
・
オ

ペ
ラ
座
で
の
上
演
予
定
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
『
木
の
精
ド
リ
ア
ー
デ
j

を
も
と
に
し
た
子
供
向
け
オ
ペ
ラ
の
作
詞
を
す
る
た
め
に
、
友
人
の
デ
ィ

デ
ィ
エ
に
借
り
た
ア
パ
ー
ト
ヘ
と
赴
く
。
デ
イ
デ
ィ
エ
は
薬
物
中
毒
の
リ

ハ
ビ
リ
で
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
滞
在
す
る
た
め
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
と
ア

パ
ー
ト
を
一
時
的
に
交
換
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

(
p
e
t
 s
h
o
p
)

の
上
だ
と
思
っ
て
い
た
デ
イ
デ
ィ
エ
の
ア
パ
ー
ト
は
、
覗
き

部
屋

(
p
e
e
p
s
h
o
p
)

の
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。

p
e
e
p

を

p
e
t
と
聞
き
違
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
の
誤
解
が
、
言
語
に
よ
る

幸
先
の
悪
さ
を
暗
示
す
る
。
さ
ら
に
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
、
官
僚
的
で
フ
ラ

ン
ス
中
心
に
物
事
を
考
え
る
オ
ペ
ラ
座
の
支
配
人
ア
ル
ノ
ー
と
馬
が
合
わ

な
い
。
こ
の
二
人
の
関
係
に
は
、
初
め
か
ら
暗
雲
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
。

ア
ル
ノ
ー
が
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
に
オ
ペ
ラ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
話
す

場
面
で
は
、
オ
ペ
ラ
座
の
外
観
が
映
っ
た
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
で
、
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
に
見
立
て
た
観
客
に
向
か
っ
て
、
矢
継
ぎ
早
に
フ
ラ
ン
ス
語
交
じ

り
の
英
語
で
話
し
続
け
る
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
上
演
さ
れ
た
際
、
そ
の
訛

り
と
話
す
速
度
ゆ
え
に
、
ア
ル
ノ
ー
の
話
に
つ
い
て
い
く
の
は
難
し
い
と

(
1
3
)
 

指
摘
し
た
劇
評
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

カ
レ
ン
・
フ
リ
ッ
カ
ー
は
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
英

語
版
と
フ
ラ
ン
ス
語
版
を
比
較
し
て
、
使
用
言
語
の
観
点
か
ら
英
語
版
を

批
判
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
版
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が
ケ
ベ
コ
ワ
・
フ

レ
ン
チ
を
話
す
一
方
、
ア
ル
ノ
ー
は
パ
リ
ジ
ャ
ン
・
フ
レ
ン
チ
を
話
す
こ

と
で
、
ケ
ベ
ッ
ク
と
フ
ラ
ン
ス
の
言
語
間
に
お
け
る
ラ
イ
バ
ル
関
係
を
フ

ラ
ン
ス
語
の
差
で
浮
き
彫
り
に
す
る
。
と
こ
ろ
が
英
語
版
で
は
、
フ
ラ
ン

ス
語
版
で
明
確
に
示
さ
れ
た
ケ
ベ
ッ
ク
対
フ
ラ
ン
ス
の
関
係
が
あ
い
ま
い

で
あ
る
と
フ
リ
ッ
カ
ー
は
い
う
。
な
ぜ
な
ら
英
語
版
で
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

が
終
始
英
語
を
話
す
の
で
、
彼
は
ケ
ベ
コ
ワ
と
い
う
よ
り
も
、
ア
ン
グ
ロ
・

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
だ
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
で
明
ら
か
で

あ
っ
た
ケ
ベ
ッ
ク
と
フ
ラ
ン
ス
の
言
語
的
ラ
イ
バ
ル
関
係
が
上
手
く
翻
訳

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が
パ

リ
滞
在
中
、
意
図
的
に
英
語
を
話
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ケ
ベ
コ
ワ
・
フ

レ
ン
チ
に
対
す
る
劣
等
感
を
隠
そ
う
と
し
た
か
ら
だ
と
考
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
実
際
、
英
語
の
流
暢
さ
に
お
い
て
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
方
が

ア
ル
ノ
］
よ
り
も
秀
で
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
自
ら
の
ケ
ベ
コ
ワ
・
フ
レ

ン
チ
が
、
標
準
フ
ラ
ン
ス
語
と
比
較
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
英
語
を
使
っ
た

と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
言
語
的
劣
等
感
は
フ
ラ
ン

ス
語
版
よ
り
も
英
語
版
の
方
が
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

ケ
ベ
ッ
ク
と
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
は
ケ
ベ
ッ
ク
の
歴
史
的
背
景

に
起
因
す
る
。
ケ
ベ
ッ
ク
州
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
た
め
、

現
在
も
な
お
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
影
響
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。

実
際
、
八
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
家
庭
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
し
、
カ

ナ
ダ
の
中
で
最
大
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

英
語
圏
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
が
地
理
的
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
絶
え
ず

英
語
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
、
標
準
フ
ラ
ン
ス
語
の

単
な
る
変
形
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ケ
ベ
コ
ワ
の
話
す
フ
ラ
ン
ス
語
に
は
、

英
語
に
由
来
す
る
単
語
や
表
現
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
ジ
ュ
ア
ル
と
呼
ば
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れ
る
ケ
ベ
コ
ワ
の
俗
語
は
、
か
つ
て
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
イ
ー
ス
ト
エ
ン

ド
に
住
む
労
働
者
階
級
の
人
々
が
話
す
方
言
を
指
し
た
こ
と
か
ら
「
フ
ラ

(
1
6
)
 

ン
ス
語
の
誤
っ
た
語
法
」
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
ケ
ベ
コ
ワ
が

言
語
的
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
も
、
ま
た
英
語
圏
カ
ナ
ダ
か
ら
も
長
年
周
縁
に

置
か
れ
、
劣
等
感
を
抱
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
フ
リ
ッ
カ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
英
語
版
で
は
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
の
母
語
は
英
語
な
の
か
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
語
な
の
か
が
あ
い
ま
い

と
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
が
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
の
家
庭
で
育
ち
、
二
言
語
の
狭
間
に
位
置
し
て
い
る
と
感
じ
て
き
た

こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
。
ル
パ
ー
ジ
ュ
に
は
英
語
圏
か
ら
の
養
子
で
あ
る

兄
と
姉
、
そ
し
て
実
の
妹
が
お
り
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
あ
る
両
親
の
も
と
、

兄
と
姉
は
英
語
を
話
し
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
と
妹
は
ケ
ベ
コ
ワ
・
フ
レ
ン
チ
で

(
1
7
)
 

話
す
と
い
う
環
境
で
育
っ
た
。
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
英
仏
両
公
用
語
を
話
せ
る

人
の
比
率
は
カ
ナ
ダ
の
中
で
最
も
嵩
く
、
一
九
七
一
年
に
は
二
七
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二

0
0
六
年
に
は
四

O・
六
パ
ー
セ
ン
ト

と
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
家
庭
で
使
用
す
る
言
語
は
、
二

0
0
六
年
で

も
八
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
フ
ラ
ン
ス
語
な
の
で
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
の
家
庭

の
よ
う
に
家
の
中
で
英
仏
両
方
を
用
い
る
こ
と
は
め
ず
ら
し
か
っ
た
。
英

語
圏
へ
の
対
立
意
識
が
根
強
く
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
保
護
す
る
こ
と
で
、
民

族
的
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
を
固
守
し
て
き
た
ケ
ベ
ッ
ク
で
、
英
語
が
常
に

身
近
に
あ
り
流
暢
に
話
す
こ
と
も
で
き
る
ル
パ
ー
ジ
ュ
に
と
っ
て
、
言
語

に
よ
る
帰
属
意
識
は
あ
い
ま
い
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
「
主
流
の
フ
ラ
ン
ス
文
化
と
英
国
文
化
の
間
に
位
置
し
、
ど
ち
ら

(
1
9
)
 

に
も
帰
属
し
て
い
な
い
」
と
い
う
孤
立
し
た
意
識
を
ル
パ
ー
ジ
ュ
は
持
ち

続
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ル
パ
ー
ジ
ュ
が
『
月
の
向
こ
う
側
j

(
T
h
e
 

F
a
r
 S
i
d
e
 o
f
 t
h
e
 M
o
o
n
,
 2
0
0
0
)

や
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
j

の
よ
う
に
―
つ
の
作
品
に
フ
ラ
ン
ス
語
版
と
英
語
版
の
両
方
を
作
っ
た
り
、

『
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
・
ト
リ
ロ
ジ
ー
』
(
1
9
8
5
)

や
『
リ
ッ
プ
・
シ
ン
ク
』

(
L
S
s
y
n
c
h
、

2
0
0
7
)

の
よ
う
に
作
品
の
中
に
複
数
の
言
語
を
用
い
た
り
す
る
の
は
、
ニ

つ
の
公
用
語
を
持
ち
、
多
く
の
移
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
カ
ナ
ダ
の
演
出

家
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
彼
自
身
が
置
か
れ
て
い
た
環
境
を
も
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
の
あ
い
ま

い
さ
が
表
れ
て
い
る
英
語
版
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
方
が
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
と

の
類
似
点
が
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
主
要
人
物
の
も
う
一
人
で
あ

る
ラ
シ
ド
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
以
上
に
言
語
的
に
孤
立
し
て
い
る
。
彼
は

モ
ロ
ッ
コ
系
の
移
民
で
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
ア
パ
ー
ト
の
真
下
に
あ
る
ア

ル
ノ
ー
行
き
つ
け
の
覗
き
部
屋
で
働
き
、
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
称
し
て
公
共
の
場
に
落
書
き
を
し
て
い
る
。
彼
の
言
語
的
孤
独
は
、

上
演
中
ひ
と
言
も
話
さ
な
い
こ
と
で
顕
著
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

二
0
0
五
年
十
一
月
に
パ
リ
で
上
演
さ
れ
る
ま
で
は
、
ラ
シ
ド
に
話
さ
せ

る
場
面
が
あ
っ
た
が
、
ラ
シ
ド
を
演
じ
る
ル
パ
ー
ジ
ュ
の
話
す
マ
グ
レ
ブ
・

ア
ク
セ
ン
ト
が
本
物
ら
し
く
な
い
と
パ
リ
の
観
客
が
気
づ
く
こ
と
を
考
慮

(
2
0
)
 

し
て
、
ラ
シ
ド
が
話
す
場
面
を
削
除
し
た
と
い
う
。
以
降
ラ
シ
ド
は
、
覗

き
部
屋
の
掃
除
を
し
た
り
、
壁
に
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
を
描
い
た
り
す
る
時
も

終
始
無
言
で
あ
る
。
他
の
人
物
と
会
話
を
し
て
い
る
と
い
う
設
定
で
も
、
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ラ
シ
ド
は
舞
台
上
に
現
れ
ず
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
や
ア
ル
ノ
ー
が
舞
台
袖
に

向
か
っ
て
話
し
か
け
た
り
、
電
話
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
観
客
に
ラ
シ
ド

の
存
在
を
想
像
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
ケ
ベ
コ
ワ
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
と
、

言
葉
を
発
す
る
こ
と
の
な
い
モ
ロ
ッ
コ
系
移
民
ラ
シ
ド
は
言
語
的
に
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
両
者
を
通
し
て
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
及

び
ケ
ベ
コ
ワ
が
抱
え
る
言
語
の
問
題
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

芸
術
的
苦
悩

ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
童
話
作
家
と
し
て
有
名
だ
が
、
実
は
舞
台
俳
優
に
な

り
た
く
て
生
地
オ
ー
デ
ン
セ
か
ら
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
ヘ
行
っ
た
こ
と
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
何
と
し
て
も
舞
台
に
立
ち
た
か
っ
た
ア
ン
デ
ル

セ
ン
は
、
自
身
の
オ
能
を
認
め
援
助
し
て
く
れ
る
パ
ト
ロ
ン
を
必
死
に
探

し
、
劇
場
支
配
人
を
始
め
舞
台
関
係
者
の
門
を
手
当
た
り
次
第
に
叩
い
た
。

彼
の
容
姿
は
周
囲
の
人
々
に
か
ら
か
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
ヴ
ォ
ル
シ
ュ

レ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
写
真
の
中
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
「
異
な
る
生
物
」
の

よ
う
に
見
え
、
そ
れ
は
ま
る
で
「
他
の
ヒ
ナ
た
ち
の
中
に
い
た
、
醜
い
ア

ヒ
ル
の
子
」
の
よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
も
ま
た
自
身
の

(
2
2
)
 

外
見
の
醜
さ
を
意
識
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
容
姿
や
教
養
だ
け
で
な
く
、

唯
一
誇
れ
る
美
声
も
変
声
期
を
迎
え
る
と
一
変
し
、
歌
の
レ
ッ
ス
ン
を
受

(
2
3
)
 

け
る
こ
と
さ
え
出
来
な
く
な
っ
た
。
彼
を
舞
台
俳
優
に
育
て
よ
う
と
い
う

パ
ト
ロ
ン
は
も
は
や
見
つ
か
ら
ず
、
舞
台
俳
優
へ
の
道
は
あ
っ
け
な
く
閉

ざ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
l

で
は
、
同
様
の
悩
み
を
抱
え
て

い
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
出
身
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
普
段
は
ポ
ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
作
詞
を
手
が
け
て

い
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
作
品
に
関
わ
る
こ

と
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
大
き
な
挑
戦
で
あ
る
。
し
か
し
ア
ル
ノ
ー
は

芸
術
的
価
値
よ
り
も
む
し
ろ
、
文
化
事
業
の
政
治
面
を
重
視
す
る
実
利
主

義
的
人
物
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
を
結
果
的
に
苦
し
め
る

こ
と
と
な
る
。
す
で
に
触
れ
た
場
面
で
あ
る
が
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が
オ
ペ

ラ
座
前
の
カ
フ
ェ
で
ア
ル
ノ
ー
に
初
め
て
出
会
っ
た
時
、
ア
ル
ノ
ー
は
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
に
新
作
オ
ペ
ラ
制
作
の
裏
側
を
暴
露
す
る
。
ア
ル
ノ
ー
に
よ

れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
か
ら
毎
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
国
と
共
同
制
作

す
る
た
め
の
資
金
が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
。
オ
ペ
ラ
座
は
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ペ
ラ
と
組
み
、
青
少
年
育
成

の
た
め
の
新
作
オ
ペ
ラ
に
当
初
ベ
ケ
ッ
ト
の
作
品
を
扱
う
予
定
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
人
々
を
近
年
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

と
、
デ
ン
マ
ー
ク
を
再
加
入
さ
せ
た
い
と
い
う
議
会
の
意
図
を
汲
ん
で
、

ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
し
た
と
い
う
。
数
あ
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
作
品
の
中
で
も

『
木
の
精
ド
リ
ア
ー
デ
』
を
題
材
に
選
ん
だ
の
は
、
パ
リ
を
舞
台
と
し
て

い
る
こ
と
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
の
上
演
を
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
オ
ペ
ラ
に
許
可
さ
せ
る
口
実
と
す
る
た
め
だ
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
の
背
景
を
聞
い
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
反
応
は
、

観
客
の
想
像
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
立
て
続
け
に
話
す
ア
ル
ノ
ー

か
ら
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が
話
に
口
を
挟
め
な
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
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で
き
る
。
パ
リ
に
来
て
す
ぐ
に
聞
か
さ
れ
た
制
作
の
裏
話
に
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
期
待
が
削
が
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

畑
違
い
の
場
所
に
来
て
し
ま
っ
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
、
そ
れ
で
も
名
声

を
得
た
い
が
た
め
に
オ
ペ
ラ
制
作
に
関
わ
る
。
し
か
し
、
『
木
の
精
ド
リ

ア
ー
デ
j

を
題
材
に
す
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
て
い
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ペ
ラ
を
説
得
す
る
た
め
、
ア
ル
ノ
ー
の
代
わ
り
に
参
加

し
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
の
会
議
で
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
進
退
は
決
定
的

と
な
る
。
こ
の
会
議
で
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
彼
自
身
が
ど
の
よ
う
に
『
木
の

精
ド
リ
ア
!
デ
]
を
解
釈
し
た
の
か
を
語
る
。
彼
は
こ
の
作
品
の
テ
ー
マ

は
「
性
」
で
あ
り
、
作
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ
タ
フ
ァ
ー
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。
実
際
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
『
木
の
精
ド
リ
ア
ー

デ
』
を
執
筆
中
に
自
慰
の
記
録
を
つ
け
て
い
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
、
ア
ン

デ
ル
セ
ン
に
と
っ
て
物
語
を
書
く
こ
と
と
、
自
慰
は
ど
ち
ら
も
想
像
力
を

刺
激
さ
せ
る
点
に
お
い
て
共
通
す
る
と
語
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
会
議
の
参

加
者
た
ち
は
、
子
供
向
け
オ
ペ
ラ
の
歌
詞
に
、
性
的
な
内
容
が
含
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
、
会
議
は
気
ま
ず
い
ま
ま
幕
を
閉
じ
る
。

こ
の
会
議
の
後
、
場
面
は
オ
ー
デ
ン
セ
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
博
物
館
へ
と

移
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
に
や
っ
て
来
る
前
の
電
話
で
の
や
り
と
り
で
、
ア
ル

ノ
ー
が
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
に
こ
の
博
物
館
を
訪
れ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
た
の

で
、
こ
の
場
面
で
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が
展
示
を
見
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
舞
台
上
に
は
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
や
ロ
ー
プ
な
ど
が
置
か
れ
て
お

り
、
「
展
示
七
番
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
」
と
女
性
の
声
が

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
聞
こ
え
て
く
る
。
一
八
三
二
年
か
ら
旅
行
に
夢
中

と
な
り
生
涯
に
五
十
回
も
旅
行
を
し
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
滞
在
す
る
ホ

テ
ル
が
火
事
に
な
る
の
を
恐
れ
て
荷
物
に
は
常
に
ロ
ー
プ
を
忍
ば
せ
て
い

た
と
い
う
エ
ビ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。
次
に
「
展
示
八
番
、
イ
ェ
ニ
ー
・

リ
ン
ド
」
と
い
う
声
と
と
も
に
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
扮
す
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が

現
れ
、
イ
ェ
ニ
ー
に
見
立
て
た
マ
ネ
キ
ン
と
踊
る
場
面
が
続
く
。
こ
の
場

面
に
登
場
す
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
黒
い
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
被
り
、
フ
ロ
ッ

ク
コ
ー
ト
に
身
を
包
み
、
白
い
手
袋
を
は
め
た
手
に
は
杖
を
持
っ
て
い
る

の
で
、
晩
年
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
色
素
欠
乏
症

で
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
と
同
様
に
、
肩
ま
で
の
長
さ
の
白
髪
な
の
で
、
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
が
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
演
じ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
踊
り

終
え
た
後
マ
ネ
キ
ン
の
イ
ェ
ニ
ー
は
舞
台
上
手
に
去
り
、
一
人
に
な
っ
た

ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
舞
台
上
で
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
っ
て
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

と
な
り
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
上
に
座
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
か
ら
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
ヘ
の
こ
の
変
身
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
物
語
を
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
物
語

で
表
象
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
旅
を
好
ん
だ
ア
ン
デ

ル
セ
ン
は
今
ま
さ
に
旅
を
し
て
い
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
だ
し
、
イ
ェ
ニ
ー
に

拒
絶
さ
れ
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
恋
人
と
も
上
手
く
い
か
ず
、
会
議
で
も

思
う
よ
う
に
事
が
運
ば
な
か
っ
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
な
の
だ
。

ル
パ
ー
ジ
ュ
が
ア
ン
デ
ル
セ
ン
か
ら
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
に
変
わ
り
、
展
示

さ
れ
て
い
る
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
上
に
座
る
と
、
汽
車
が
走
り
出
す
音
が
聞

こ
え
、
背
景
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
電
車
の
線
路
と
外
の
風
景
が
映
写
さ

れ
る
。
飛
行
機
会
社
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
に
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら

汽
車
で
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
、
汽
車
の
中
で
ラ
シ
ド
に
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連
絡
し
、
到
着
が
遅
れ
る
た
め
、
デ
イ
デ
ィ
エ
か
ら
預
か
っ
て
い
る
犬
の

フ
ァ
ニ
ー
の
世
話
を
頼
む
。
フ
ァ
ニ
ー
に
は
服
用
し
て
い
る
薬
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
飲
ま
せ
る
よ
う
に
ラ
シ
ド
に
伝
え
る
が
、
電
話
を
切
っ
て
か

ら
そ
の
薬
の
瓶
が
自
分
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
入
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

会
議
で
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
苛
立
っ
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

は
瓶
の
中
の
薬
を
試
し
に
飲
ん
で
み
る
。
す
る
と
音
楽
が
聞
こ
え
始
め
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
風
景
が
加
速
し
て
い
く
。
ナ
イ
ト
・
ク
ラ

ブ
の
よ
う
に
点
滅
す
る
光
が
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
を
照
ら
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
上

に
映
し
出
さ
れ
て
い
た
外
の
風
景
は
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
ヘ
と

変
化
す
る
。
カ
ナ
ダ
の
ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
シ
ア
州
出
身
の
歌
手
サ
ラ
・
マ
ク

ラ
ク
ラ
ン
が
歌
う
―
'
S
w
e
e
t
S
u
r
r
e
n
d
e
r
"
に
合
わ
せ
て
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が

激
し
く
踊
り
出
す
の
で
、
彼
が
幻
覚
状
態
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
が
歌
詞
を
口
ず
さ
む
た
め
、
一
見
彼
が
歌
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
も
見
え
る
―
'
S
w
e
e
t
S
u
r
r
e
n
d
e
r
｀
ー
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
気
持
ち
を
代

弁
す
る
。
歌
わ
れ
る
歌
詞
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い

全
く
意
味
が
な
い

私
の
過
去
は
冷
え
切
っ
て
い
る

私
は
最
後
の
一
線
を
越
え
て
し
ま
い

そ
こ
か
ら
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い

信
じ
て
進
ん
で
き
た
歩
み
が

私
を
裏
切
り

私
を
故
郷
か
ら
追
い
払
っ
た

甘
い
、
甘
い
降
伏

(24) 

そ
れ
だ
け
が
私
が
身
を
委
ね
ら
れ
る
も
の

「
全
く
意
味
が
な
い
。
私
の
過
去
は
冷
え
切
っ
て
い
る
」
と
い
う
歌
詞
か
ら
は
、

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
絶
望
感
が
垣
間
見
ら
れ
、
「
最
後
の
一
線
を
越
え
て
」
も

う
戻
れ
な
い
と
、
会
議
で
の
孤
立
を
恨
め
し
く
思
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で

き
る
。
さ
ら
に
、
「
私
が
身
を
委
ね
ら
れ
る
も
の
」
は
「
甘
い
降
伏
」
だ
け

と
歌
詞
は
続
き
、
希
望
を
胸
に
ケ
ベ
ッ
ク
か
ら
パ
リ
に
や
っ
て
来
た
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
の
夢
が
破
れ
、
ド
ラ
ッ
グ
が
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
憂
さ
晴
ら
し
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が
踊
り
狂
っ
た
後
、
点
滅
す
る
光
が
消
え
る
と
同
時
に

音
楽
も
止
み
、
「
木
の
精
ド
リ
ア
ー
デ
」
の
物
語
へ
と
場
面
が
移
る
。
こ

こ
で
は
、
ド
リ
ア
ー
デ
の
住
処
で
あ
る
木
が
田
舎
か
ら
パ
リ
ヘ
と
移
さ
れ
、

彼
女
が
つ
い
に
人
間
の
姿
と
な
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
小
さ
な
人
形
を

用
い
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
田
舎
か
ら
パ
リ
ヘ
の
移
動
は
、
オ
ー
デ
ン
セ

か
ら
パ
リ
ヘ
や
っ
て
来
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
及
び
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら

パ
リ
ヘ
や
っ
て
来
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
を
想
起
さ
せ
る
。
二

0
0
六
年
二
月

に
ロ
ン
ド
ン
で
上
演
さ
れ
た
も
の
で
は
、
こ
の
場
面
の
後
、
焦
点
は
ア
ル

ノ
ー
ヘ
と
移
り
、
ア
ル
ノ
ー
が
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
で

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ペ
ラ
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
ナ
イ
ジ
ェ

ル
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
か
れ
た
会
議
に
つ
い
て
電
話
で
聞
く
場
面
、
(25) 

さ
ら
に
覗
き
部
屋
で
娘
イ
ゾ
ル
デ
か
ら
の
電
話
を
受
け
る
場
面
が
続
く
。
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つ
ま
り
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
場
面
の
次
に
ド
リ
ア
ー
デ
の
場
面
、
そ
し
て

ア
ル
ノ
ー
の
場
面
へ
と
転
換
す
る
。
そ
の
後
ま
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
ヘ
と
焦

点
を
戻
し
て
、
「
パ
リ
の
犬
専
門
精
神
分
析
医
院
」
の
場
面
と
な
る
。
し

か
し
バ
ン
ク
ー
バ
ー
版
で
は
、
ド
リ
ア
ー
デ
の
物
語
を
語
る
場
面
の
す
ぐ

後
に
ア
ル
ノ
ー
の
話
に
移
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
「
パ
リ
の
犬
専
門
精
神

分
析
医
院
」
の
場
面
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が
踊
り
狂
っ

た
理
由
が
薬
物
を
摂
取
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
フ
ァ
ニ
ー
が
飼

い
主
で
あ
る
デ
イ
デ
ィ
エ
と
同
様
に
薬
物
中
毒
で
あ
る
こ
と
が
、
観
客
に

よ
り
分
か
り
や
す
い
形
で
呈
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
上
演
後
も
作
品
に
変
化
を
加
え
る
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
プ
ロ

グ
レ
ス
と
い
う
手
法
を
採
っ
て
い
る
ル
パ
ー
ジ
ュ
の
作
品
は
、
あ
え
て
未

完
の
ま
ま
上
演
を
繰
り
返
す
こ
と
で
完
成
へ
と
近
づ
け
る
の
で
、
初
期
の

頃
は
混
沌
と
し
て
い
る
。
し
か
し
ル
パ
ー
ジ
ュ
は
、
作
品
の
制
作
に
お
い

て
混
沌
と
し
た
状
態
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
混
沌
か
ら
こ
そ
生
き

生
き
と
し
た
柔
軟
な
秩
序
あ
る
作
品
が
生
ま
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
何
度
も
再
考
を
重
ね
る
こ
と
で
次
第
に
洗
練
さ
れ
た
も
の
へ
と
作
り

上
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
も
一
見

単
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
連
な
り
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
場
面
の
順
序
の
入
れ
替
え
も
考
え
ら
れ
た
末
の
変
更
で
あ
る
こ
と
が
先

述
の
例
か
ら
理
解
で
き
る
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
会
議
後
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
原
稿
を
ア
ル
ノ
ー
に

提
出
す
る
が
、
一
週
間
経
っ
て
も
返
事
が
来
な
い
た
め
に
気
を
揉
む
。
そ

こ
で
彼
は
思
い
切
っ
て
ア
ル
ノ
ー
に
電
話
を
か
け
て
み
る
。
自
分
の
原
稿

が
ア
ル
ノ
ー
の
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
い
た
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
の
予
想
に
反
し
、
ア
ル
ノ
ー
は
原
稿
内
容
を
快
諾
し
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
を
喜
ば
せ
る
。
し
か
し
、
ナ
イ
ジ
ェ
ル
と
の
電
話
の
場
面
で
語
ら

れ
る
よ
う
に
、
実
は
こ
の
時
す
で
に
ア
ル
ノ
ー
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
オ

ペ
ラ
の
代
わ
り
に
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
オ
ペ
ラ
に
制
作
を

依
頼
し
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
外
し
て
、
プ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
の
作
詞
家
に
替
え
よ
う
と
も
く
ろ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
ド
ル

で
話
を
進
め
て
い
た
の
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
ド
ル
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
、

穏
便
に
断
り
の
方
法
を
考
え
て
い
た
ア
ル
ノ
ー
だ
が
、
事
実
は
予
期
せ
ぬ

形
で
露
呈
す
る
。
ア
ル
ノ
ー
が
覗
き
部
屋
に
忘
れ
た
鞄
を
ラ
シ
ド
が
見
つ

け
て
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
に
預
け
た
こ
と
に
よ
り
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
鞄
の
中

に
封
の
切
ら
れ
て
い
な
い
自
分
の
原
稿
を
見
つ
け
、
ア
ル
ノ
ー
が
原
稿
を

一
度
も
読
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
。
つ
ま
り
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は

顆
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
存
在
価
値
を
一

度
も
正
当
に
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
オ
ペ
ラ
や
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

オ
ペ
ラ
、
そ
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
の
関
係
者
と
の
手
紙
ま
で
も
見
つ
け
、
ア

ル
ノ
ー
の
魂
胆
を
す
べ
て
知
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は

ケ
ベ
コ
ワ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
パ
リ
で
名
声
を
得
よ
う
と
賭
け
に
出

た
も
の
の
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
オ
ペ
ラ
に
代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
に
敗

北
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
と
パ
リ
及
び
、
カ

ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
、
そ
し
て
大
国
ア
メ
リ
カ
に
は
勝
つ

こ
と
が
で
き
な
い
カ
ナ
ダ
の
現
状
を
映
し
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
フ
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レ
デ
リ
ッ
ク
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
ケ
ベ
コ
ワ
と
し
て
、

そ
し
て
カ
ナ
ダ
人
と
し
て
敗
北
感
に
苛
ま
れ
る
。

仕
事
も
失
い
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
い
る
恋
人
も
友
人
に
取
ら
れ
た
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
は
疲
れ
切
っ
て
、
ア
パ
ー
ト
に
戻
っ
て
か
ら
何
時
間
も
眠
っ

て
し
ま
う
。
焦
げ
く
さ
い
臭
い
で
目
が
覚
め
る
と
、
部
屋
は
煙
と
燃
え
上

が
る
炎
に
包
ま
れ
て
い
た
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
同
様
、
客
席
に
背
を
向
け
て
こ

の
経
緯
を
語
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
顔
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
大
写
し
と
な
る
。

そ
し
て
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
顔
の
映
像
に
炎
の
映
像
が
重
ね
合
わ
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
文
字
通
り
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が
炎
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
同
時
に
、
解
雇
さ
れ
恋
人
を
失
っ
た
彼
の
怒
り
を
象
徴
し
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。
燃
え
さ
か
る
炎
の
中
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
フ
ァ
ニ
ー

を
動
物
病
院
に
預
け
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
フ
ァ
ニ
ー
だ
け
で
も
助

か
っ
た
こ
と
に
安
堵
す
る
。
そ
し
て
、
「
強
い
欲
望
や
野
心
を
持
っ
た
人

間
は
必
ず
罰
を
受
け
、
動
物
だ
け
が
子
供
を
作
り
、
幸
せ
に
暮
ら
す
の
だ
」

と
述
べ
る
。
こ
の
台
詞
か
ら
は
、
パ
リ
ヘ
希
望
を
持
っ
て
や
っ
て
来
た
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
の
敗
北
感
と
、
彼
の
性
的
不
能
を
暗
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で

作
品
は
終
わ
る
の
で
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
運
命
は
定
か
で
は
な
い
。
こ
の

後
、
幕
は
下
り
ず
ル
パ
ー
ジ
ュ
は
舞
台
に
残
っ
た
ま
ま
観
客
の
方
を
向
き
、

冒
頭
で
流
れ
た
ラ
ッ
プ
音
楽
が
再
び
流
れ
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
l

を
語
っ
た
の
は
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
自
身
で
も
あ
っ
た
と
の
印

象
を
観
客
に
よ
り
強
く
与
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
ラ
シ
ド
も
ま
た
、
自
身
の
作
品
が
認
め
ら

れ
な
い
の
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
孤
立
し
て
い
る
。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

と
ア
ル
ノ
ー
が
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
一
方
、
ラ
シ
ド
は

木
や
電
車
の
駅
構
内
の
壁
に
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
を
描
く
。
こ
の
対
比
は
、
芸

術
の
都
で
あ
る
美
し
い
パ
リ
の
裏
に
は
ラ
シ
ド
の
よ
う
に
貧
し
く
才
能
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
多
く
の
移
民
や
芸
術
家
が
住
ん
で
い
る
こ
と
を
暗
示

す
る
。
実
際
ル
パ
ー
ジ
ュ
は
、
ラ
シ
ド
を
通
し
て
こ
の
闇
の
部
分
を
伝
え

た
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
は
、

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
と
ア
ル
ノ
ー
、
そ
し
て
ラ
シ
ド
と
い
っ
た
現
代
を
生
き
る

昼
場
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
挿
入
さ
れ
る
形
で
「
木
の
精
ド
リ
ア
ー
デ
』

の
物
語
が
五
場
面
に
分
け
て
語
ら
れ
、
現
実
的
な
物
語
と
幻
想
的
な
物
語

が
対
比
的
に
呈
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
パ
リ
の
明
暗
を
強
調
し
て

い
る
。
一
方
ル
パ
ー
ジ
ュ
は
、
『
木
の
精
ド
リ
ア
ー
デ
』
の
中
に
も
パ
リ

の
闇
を
見
出
し
て
い
る
。
ド
リ
ア
ー
デ
が
華
や
か
な
パ
リ
に
心
躍
ら
せ
て

一
八
六
七
年
に
開
催
さ
れ
た
万
博
を
見
学
す
る
光
景
を
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
j

で
は
、
当
時
の
パ
リ
万
博
を
描
い
た
絵
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
し
、
そ
の
前
で
ド
レ
ス
を
着
た
ル
パ
ー
ジ
ュ
扮
す
る
ド
リ
ア
ー

デ
が
客
席
に
背
を
向
け
て
舞
台
の
右
手
か
ら
左
手
へ
行
っ
た
り
来
た
り
す

る
こ
と
で
表
現
し
て
い
る
。
生
身
の
俳
優
が
演
じ
る
ド
リ
ア
ー
デ
と
、
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ
た
絵
の
中
の
万
博
を
楽
し
む
大
衆
を
対
峙
さ
せ
る
こ

と
で
、
ド
リ
ア
ー
デ
が
彼
ら
と
同
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
彼

女
が
人
間
で
は
な
く
妖
精
で
あ
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。
万
博
を
楽
し
む

一
方
で
、
童
話
の
ド
リ
ア
ー
デ
は
下
水
道
に
入
っ
て
ね
ず
み
と
会
話
し
、

パ
リ
の
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離
れ
た
闇
の
世
界
を
目
の
当
た
り

429 



に
す
る
。
フ
ー
ド
の
付
い
た
黒
い
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
た
ラ
シ
ド
は
ま
る
で

『
木
の
精
ド
リ
ア
ー
デ
』
に
登
場
す
る
地
下
で
暮
ら
す
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
ネ
ズ
ミ
が
出
そ
う
な
暗
い
覗
き
部
屋
で
働
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
、
ラ
シ
ド
と
ネ
ズ
ミ
の
イ
メ
ー
ジ
を
結
び
つ
け
て
い
る
。

ラ
シ
ド
は
一
度
も
言
葉
を
発
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が

•'Sweet 

S
u
r
r
e
n
d
e
r
"
を
通
し
て
自
ら
の
思
い
を
表
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ

ン
ス
の
ラ
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ

K
D
D
が
歌
う
「
Q
u
i
T
u
 E
s
●
（
お
前
は
誰

だ
？
）
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
の
ラ
ッ
プ
が
、
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
ラ
シ

ド
の
怒
り
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
ラ
ッ
プ
は
、
ラ
シ
ド
が
ス
ク
リ
ー
ン

に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
肖
像
画
を
描
く
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
流
れ
る
。
"
Q
u
i
T
u
 

E
s
?
"
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
観
客
が
ラ
シ
ド
に
対
し
て
最
初
に
持
つ
疑
問

で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
こ
の
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
誰
な

の
か
」
、
そ
し
て
「
彼
は
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
誰
を
描
い
て
い
る
の
か
」
と

い
う
疑
問
で
あ
る
。
ラ
ッ
プ
は
、
無
職
の
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
若

(
2
9
)
 

者
た
ち
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
「
政
治
・
社
会
批
判
の
音
楽
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
も
示
唆
的
で
あ
る
。
実
際
、
"
Q
u
i
T
u
 E
s
●
`
．
の
中
に
も
「
俺

(
3
0
)
 

の
リ
ズ
ム
は
ア
ッ
パ
ー
カ
ッ
ト
、
俺
の
詩
は
お
前
を
打
ち
破
る
」
と
音
楽

を
武
器
と
し
た
攻
撃
的
な
フ
レ
ー
ズ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
詞
の
中

で
は
「
お
前
」
に
対
し
て
「
俺
」
は
嫌
悪
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
お
り
、
「
お

前
は
俺
を
、
俺
も
お
前
を
嫌
っ
て
い
る
」
と
い
い
、
「
殴
り
合
お
う
。
お

前
の
記
章
と
。
ヒ
ス
ト
ル
を
示
せ
。
俺
の
一
撃
が
、
お
前
の
手
当
て
に
な
る

だ
ろ
う
」
と
い
う
。
「
成
功
の
た
め
に
詔
う
必
要
は
な
い
。
俺
は
役
人
と

い
う
肩
書
き
で
は
な
く
人
を
選
ん
だ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
か
ら
も
、
「
お
前
」

は
役
人
や
官
僚
な
ど
社
会
の
上
層
部
に
属
す
る
人
々
で
あ
り
、
彼
ら
へ
の

批
判
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
身
で
は
上
手
く
表
現
で
き
な
い
が
、

移
民
と
し
て
、
そ
し
て
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
社
会
か

ら
の
け
者
に
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
ラ
シ
ド
の
怒
り
は
歌
詞
の
主
人
公

「
俺
」
と
重
ね
る
こ
と
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ラ
シ
ド
は
「
メ
ト
ロ
」
の
場
面
で
も
自
ら
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
場
面
で
は
、
ラ
シ
ド
が
駅
構
内
で
―
'
I
N
V
A
L
I
D
E
S
"
 
(
廃
兵
院
）
と
い

う
駅
名
の
下
に
ス
プ
レ
ー
で
―
'
m
a
i
s
pas sans valeur" 
(
価
値
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
）
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
き
つ
け
る
。
^
^
I
N
V
A
L
I
D
E
S
`
．
は
「
障
害

者
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
の
で
、
ラ
シ
ド
は
自
分
自
身
や
自
身
の
作
品
が

「
価
値
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
訴
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
興
味

深
い
こ
と
に
、
こ
の
「
メ
ト
ロ
」
の
直
前
に
は
オ
ペ
ラ
座
の
大
広
間
で
ア

ル
ノ
ー
が
精
神
科
医
の
ヴ
ァ
ン
サ
ン
に
電
話
を
か
け
る
場
面
が
あ
る
。
こ

の
場
面
で
、
ア
ル
ノ
ー
は
ヴ
ァ
ン
サ
ン
に
覗
き
部
屋
の
虜
と
な
る
悪
癖
が

ま
た
ぶ
り
返
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
、
診
察
を
頼
む
。
な
ぜ
な
ら
、
覗
き

部
屋
の
上
に
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
ね
て
以
来
、
ア
ル

ノ
ー
は
覗
き
部
屋
に
通
い
つ
め
て
し
ま
い
、
ま
さ
に
彼
の
生
活
に
悪
影
響

が
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ア
ル
ノ
ー
は
こ
の
悪
癖
の
再
発
の
た
め
に
、

妻
が
自
分
の
も
と
を
去
る
だ
け
で
な
く
、
子
供
に
も
会
え
な
く
な
る
こ
と

を
危
惧
し
て
い
る
。
こ
の
後
に
「
メ
ト
ロ
」
の
場
面
が
続
く
の
で
、
「
価

値
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
は
、
覗
き
部
屋
に
溺

れ
て
い
て
も
、
自
分
に
は
「
価
値
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
ア
ル

ノ
ー
の
主
張
と
も
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ル
パ
ー
ジ
ュ
も
今
で
こ
そ
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
生
誕
記
念
の
催
し
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
オ
ペ
ラ
な
ど
の
作
品
制
作
を
頼
ま

れ
国
際
的
な
名
声
を
得
て
い
る
が
、
こ
こ
に
至
る
道
の
り
は
挫
折
の
繰
り

返
し
で
あ
っ
た
。
舞
台
芸
術
コ
ン
セ
ル
バ
ト
ワ
ー
ル
の
学
生
時
代
に
は
、

(
3
1
)
 

表
現
力
の
欠
如
を
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
、
「
感
情
の
な
い
演
技
」
と
批
判

さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
当
時
の
コ
ン
セ
ル
バ
ト
ワ
ー
ル
で
は
、
役
の
感
情
を

分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
伝
統
的
な
手
法
に
よ
る
演
技
が
求
め
ら
れ
た
か

(
3
2
)
 

ら
で
あ
る
。
卒
業
後
、
同
級
生
の
ほ
と
ん
ど
は
プ
ロ
の
劇
団
に
入
団
し
た

が
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
と
、
後
に
彼
と
と
も
に
テ
ア
ト
ル
・
フ
ム
ム
ム

(
T
h
e
a
t
r
e

H
u
m
m
m
:
'
）
を
立
ち
上
げ
る
リ
シ
ャ
ー
ル
・
フ
レ
シ
ェ
ッ
ト
だ
け
が
、

教
師
の
求
め
る
派
技
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ど
の
劇
団
に
も
入
る
こ
と

(
3
3
)
 

が
で
き
な
か
っ
た
。
後
に
ス
イ
ス
の
演
出
家
で
あ
る
ア
ラ
ン
・
ク
ナ
ッ
プ

(
3
4
)
 

に
よ
っ
て
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
の
「
控
え
め
で
制
御
さ
れ
た
」
演
技
が
認
め
ら

れ
る
ま
で
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
は
俳
優
と
し
て
劣
等
感
を
持
ち
続
け
て
い
た
。

つ
ま
り
「
価
値
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
主
張
す
る
ラ
シ
ド
と
ア
ル
ノ
ー

に
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
自
身
の
自
己
弁
護
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
「
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
」
の
場
面
で
も
、
登
場
人
物
の
隠
蔽
さ
れ

た
自
己
が
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
。
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
に
や
っ
て
来
た
ア

ン
デ
ル
セ
ン
は
杖
で
、
彼
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
あ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
T

を
赤
く
木
に
彫
り
つ
け
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
木
の
後
ろ
に
姿
を
消
す
と
、

今
度
は
ラ
シ
ド
が
現
れ
、
そ
の
す
を
黒
の
ス
プ
レ
ー
で
な
ぞ
り
、
黒
の
円

に
囲
ま
れ
た
R
に
す
る
。
R
は
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
頭
文
字
で
あ
り
、
黒
は

そ
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
。
こ
の
ア
ナ
ー
キ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
は

「A
n
a
r
c
h
y
is 
order; g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 is 
civil 
w
a
r
 (
ア
ナ
ー
キ
ー
は
秩
序
で

あ
る
。
政
府
は
内
乱
で
あ
る
）
」
と
い
う
一
八
四
八
年
に
プ
ル
ー
ド
ン
に
よ
っ

(35) 

て
打
ち
立
て
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
由
来
す
る
。
つ
ま
り
、
円
は
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
す
を
表
し
、
そ
れ
は

"order"
の
略
で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

方昆
"anarchy"
を
表
す
。
こ
の
場
面
は
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
ラ
シ
ド

の
怒
り
と
、
後
に
ラ
シ
ド
の
逮
捕
が
パ
リ
の
ご
み
収
集
作
業
組
合
の
ス
ト

ラ
イ
キ
の
引
き
金
と
な
り
、
そ
の
影
響
で
オ
ペ
ラ
座
で
の
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」

の
公
演
を
中
止
に
追
い
込
む
駿
動
へ
発
展
す
る
と
い
う
政
治
的
に
混
沌
と

し
た
状
態
も
暗
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
よ
う
な
名
声

を
手
に
入
れ
た
人
物
の
背
後
に
は
、
ラ
シ
ド
の
よ
う
な
人
物
も
い
る
こ
と

を
対
照
的
に
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
知
ら
れ
ざ
る
ア

ナ
ー
キ
ー
的
な
側
面
を
、
ラ
シ
ド
を
通
し
て
暴
露
し
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
ラ
シ
ド
が
木
の
後
ろ
に
姿
を
隠
す
と
、
ア
ル
ノ
ー
が
現
れ

る
の
で
、
す
は
ア
ル
ノ
ー
の
名
前
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
で
も
あ
る
こ
と
が
理
解

で
き
る
。

こ
の
場
面
で
は
、
木
の
向
こ
う
に
隠
れ
た
か
と
思
う
と
別
の
人
物
に

な
っ
て
現
れ
る
ル
パ
ー
ジ
ュ
の
早
替
り
で
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
ラ
シ
ド
、

そ
し
て
ア
ル
ノ
ー
の
三
人
の
人
物
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
物
に
繋
が
り
が
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
、
苦
悩
を
抱
え
て
い

る
と
い
う
点
に
お
い
て
ラ
シ
ド
と
ア
ル
ノ
ー
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
分
身
で

あ
り
、
な
お
か
つ
彼
ら
を
演
じ
る
ル
パ
ー
ジ
ュ
の
分
身
で
あ
る
こ
と
が
暗

示
さ
れ
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ン
ジ
ル
は
「
一
人
芝
居
の
中
で
、
ル
パ
ー
ジ
ュ

は
複
雑
で
断
片
的
な
自
己
を
探
求
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
作
品
の
登
場
人
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性
的
苦
悩

物
た
ち
を
、
「
矛
盾
に
満
ち
歪
曲
さ
れ
た
自
己
の
イ
メ
ー
ジ
」
を
呈
示
す

る
「
虚
像
を
作
り
出
す
鏡
の
館
」
に
例
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
断
片
的
な

自
己
に
よ
っ
て
「
ル
パ
ー
ジ
ュ
は
社
会
的
に
作
ら
れ
た
自
己
と
本
当
の
自

己
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。
つ
ま
り
複
数
の

登
場
人
物
を
通
し
て
断
片
的
な
自
己
を
表
象
す
る
こ
と
で
、
ア
イ
デ
ン

テ
イ
テ
ィ
の
複
雑
性
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
ル
パ
ー
ジ
ュ

作
品
の
中
で
性
的
な
問
題
を
最
も
直
接
的
に
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
性
的
苦
悩
に
ル
パ
ー
ジ
ュ
が
共
感
し
た
こ
と
が
『
ア

ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
制
作
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
に
起

因
し
て
い
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
保
守
的
な
上
流
や
中
流
階
級
の
人
々

に
憚
り
、
両
性
に
恋
心
を
抱
く
と
い
う
、
性
的
に
屈
折
し
て
い
た
自
己
を(3
8
)
 

隠
し
続
け
て
い
た
た
め
、
作
り
上
げ
た
自
己
と
の
ズ
レ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

[
舞
台
上
で
は
一
人
な
の
で
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
し
て
話
す
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
孤
独
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
な

る
」
と
ル
パ
ー
ジ
ュ
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
で
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
、
そ
し
て
ア
ル
ノ
ー
の

孤
独
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
表
象
さ
れ
て
い
る
。
特
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン

の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
ラ
シ
ド
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
ア

ン
デ
ル
セ
ン
の
肖
像
画
を
描
い
た
後
、
そ
れ
に
つ
け
加
え
た
落
書
き
に
象

徴
さ
れ
て
い
る
。
肖
像
画
の
頭
に
二
本
の
赤
い
角
、
目
に
は
黒
の
サ
ン
グ

ラ
ス
、
心
臓
部
に
は
大
き
な
赤
い
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
、
そ
し
て
男
性
性
器
を

(
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つ
け
加
え
る
。
角
は
男
性
ら
し
さ
、
黒
い
サ
ン
グ
ラ
ス
で
光
を
遮
断
す
る

こ
と
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
隠
蔽
さ
れ
た
闇
を
、
さ
ら
に
ハ
ー
ト
マ
ー
ク

は
恋
多
き
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
、
そ
し
て
男
性
性
器
は
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

を
象
徴
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
公
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
、

隠
蔽
さ
れ
た
性
を
暴
く
こ
と
を
予
告
し
て
い
る
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
経
験
し
た
数
々
の
報
わ
れ
な
い
恋
の
中
か
ら
、
ル

パ
ー
ジ
ュ
が
取
り
上
げ
た
の
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
イ
エ

ニ
ー
・
リ
ン
ド
ヘ
の
片
思
い
の
エ
ビ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
内
気
な
ア
ン
デ
ル

セ
ン
は
、
イ
ェ
ニ
ー
に
自
ら
の
恋
心
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
ら
は

プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
友
人
関
係
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
は
イ
ェ
ニ
ー
に
会
っ
た
日
の
日
記
に
、
次
の
よ
う
な
自
慰
の
記
録
を
つ

け
て
い
た
。

九
月
二

0
日

九
月
ニ
―
日

今
朝
四
時
半
に
税
関
に
て
、
イ
ェ
ニ
ー
に
別
れ
を

告
げ
て
、
手
紙
を
渡
し
た
。
彼
女
は
手
紙
を
理
解

し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。
私
は
愛
し
て
い
る
ー

…
夜
、
オ
テ
ル
・
ア
ン
グ
ル
テ
ー
ル
に
て
。
官
能
的
。
＋

（松）

不
機
嫌
だ
！
ー
情
熱
的
。
＋

ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
想
像
の
中
で
イ
ェ
ニ
ー
に
対
す
る
性
的
欲
望
を
発
散
し
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て
い
た
の
で
あ
る
。
二
人
の
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
に
終
わ
っ
た
関
係
は
「
ア
ン
デ

ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
j

の
中
で
は
、
マ
ネ
キ
ン
を
イ
ェ
ニ
ー
に
想
定
す

る
こ
と
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
マ
ネ
キ

ン
が
グ
リ
ー
グ
作
曲
の
「
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
第
一

番
へ
長
調
」
に
合
わ
せ
て
踊
る
の
だ
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
ブ
ラ
ウ
ス
、

ス
カ
ー
ト
、
ア
ン
ダ
ー
ス
カ
ー
ト
、
コ
ル
セ
ッ
ト
の
順
で
、
マ
ネ
キ
ン
の
服

を
一
枚
一
枚
脱
が
せ
て
い
く
。
意
の
ま
ま
に
マ
ネ
キ
ン
を
操
る
ア
ン
デ
ル
セ

ン
は
、
現
実
で
は
決
し
て
叶
わ
な
か
っ
た
欲
望
を
発
散
し
て
い
る
。
す
べ
て

の
服
を
脱
が
さ
れ
た
マ
ネ
キ
ン
は
そ
の
胴
体
だ
け
が
あ
ら
わ
に
な
る
。
敢
え

て
顔
と
手
足
の
な
い
マ
ネ
キ
ン
を
用
い
る
こ
と
で
、
肉
体
の
み
が
強
調
さ
れ
、

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
滴
た
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
性
的
欲
求
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

晩
年
、
パ
リ
の
売
春
宿
に
取
り
憑
か
れ
て
い
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
『
木

の
精
ド
リ
ア
ー
デ
』
で
自
身
の
孤
独
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
表
現
し
て

い
る
。
二
八
歳
の
時
に
初
め
て
パ
リ
を
訪
れ
た
際
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
パ

(“) 

リ
を
「
最
も
淫
ら
な
都
市
」
と
し
て
嫌
悪
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
た
が
、

六
一
歳
に
な
っ
た
時
に
は
、
パ
リ
こ
そ
が
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
探
求
で

き
る
場
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
パ
リ
で
女
性
と
性
交
渉
を
持
っ
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
売
春
宿
を
訪
れ
て
、
娼
婦
が
服
を
脱
ぐ
の
を
じ
っ
と
見

る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
と
っ
て
、
売
春
宿
を
訪
れ
た
こ

と
は
女
性
と
の
関
係
で
は
「
最
も
積
極
的
な
行
動
」
で
あ
り
、
彼
の
好
奇

心
を
掻
き
立
て
た
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
性
的
な
満
足
感
の
欠
如
を
、
作
家

と
し
て
の
偉
業
で
な
ぐ
さ
め
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
パ
リ
に
着
想
を
得
た

「
木
の
精
ド
リ
ア
ー
デ
』
を
書
き
始
め
、
二
年
間
に
及
ぶ
創
作
中
に
、
パ

リ
の
売
春
宿
を
さ
ら
に
三
度
訪
れ
た
と
い
う
。
売
春
宿
で
の
経
験
が
ア
ン

デ
ル
セ
ン
の
創
作
意
欲
に
火
を
点
け
た
の
で
、
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
レ
ガ
ー
は
「
性

と
創
造
力
が
結
び
つ
い
た
」
と
分
析
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ヴ
ォ
ル
シ
ュ
レ
ガ
ー
に
よ
る
と
『
木
の
精
ド
リ
ア
ー
デ
』
の
主

人
公
ド
リ
ア
ー
デ
が
、
命
と
引
き
換
え
に
パ
リ
に
行
く
決
心
を
す
る
の
は
、

性
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
に
パ
リ
ヘ
行
く
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
重
な
る
と
い

(
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う
。
ド
リ
ア
ー
デ
は
次
の
よ
う
に
願
う
。

ど
う
ぞ
、

わ
た
く
し
の
一
生
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
カ
ゲ

ロ
ウ
の
一
生
の
半
分
を
お
あ
た
え
く
だ
さ
い
！
こ
の
牢
獄
か
ら
わ
た

く
し
を
救
い
出
し
て
、
人
間
の
生
命
を
、
人
間
の
幸
福
を
、
ほ
ん
の

短
い
あ
い
だ
で
も
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
お
与
え
く
だ
さ
い
！

も
し
そ
れ
が
か
な
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
ほ
ん
の
一
夜
な
り
と
1
•
そ
の

上
で
わ
た
く
し
の
思
い
あ
が
っ
た
生
命
欲
を
、
生
命
の
あ
こ
が
れ
を

罰
し
て
、
わ
た
く
し
を
打
ち
倒
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
わ
た
く
し
の

、、から
で
あ
る
、
こ
の
み
ず
み
ず
し
い
若
い
木
を
枯
ら
し
、
切
り
倒
し
、

(47) 

灰
に
し
て
、
風
に
吹
き
散
ら
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ー
・

こ
の
よ
う
に
祈
っ
て
マ
ロ
ニ
エ
の
木
か
ら
出
て
き
た
彼
女
は
女
性
の
姿
と
な

り
、
パ
リ
の
街
へ
と
繰
り
出
す
。
つ
ま
り
、
貞
節
の
象
徴
と
も
い
え
る
マ
ロ

ニ
エ
の
木
を
捨
て
て
人
間
に
な
る
ド
リ
ア
ー
デ
は
、
一
夜
限
り
の
欲
望
を
満

た
す
た
め
に
パ
リ
に
行
く
の
で
あ
る
。
一
夜
限
り
と
い
う
こ
と
は
『
木
の
精

ド
リ
ア
上
こ
の
執
筆
中
に
売
春
宿
に
通
っ
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
想
起
さ
せ
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る
。
現
実
に
は
一
夜
限
り
の
関
係
す
ら
結
ぶ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
ア
ン
デ

ル
セ
ン
の
性
的
欲
望
は
、
『
木
の
精
ド
リ
ア
ー
デ
』
の
中
で
充
足
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
性
的
問
題
か
ら
生
じ
る
パ
リ
で
の
孤
独
は
、
『
ア
ン

デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
登
場
人
物
た
ち
も
共
有
し
て
い
る
。
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
は
幼
い
頃
、
周
囲
の
子
供
に
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
が
ト
ラ
ウ

マ
と
な
り
、
子
供
を
欲
し
が
る
恋
人
と
は
対
照
的
に
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
ま
で

し
て
子
供
を
作
り
た
が
ら
な
か
っ
た
た
め
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
住
む
恋

人
と
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
。
挙
げ
句
の
果
て
に
パ
リ
滞
在
中
、
ア
パ
ー
ト

を
交
換
し
た
友
人
デ
イ
デ
ィ
エ
に
恋
人
を
取
ら
れ
て
し
ま
う
。
一
方
ア
ル

ノ
ー
は
、
パ
リ
で
高
い
地
位
を
獲
得
し
て
お
り
、
言
語
に
お
け
る
劣
等
感

も
な
い
た
め
、
一
見
成
功
者
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
私
生
活
に
お
い
て
う

ま
く
い
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
彼
は
覗
き
部
屋
の
虜
と
な
っ
て
お
り
、

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
が
デ
イ
デ
ィ
エ
に
恋
人
を
取
ら
れ
た
よ
う
に
、
ア
ル
ノ
ー

も
ま
た
親
友
ロ
マ
ン
に
妻
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
彼
は
覗
き
部

屋
で
働
い
て
い
る
ラ
シ
ド
に
、
「
恋
人
は
い
る
の
か
」
と
質
問
し
、
い
な

い
と
の
答
え
に
、
「
あ
な
た
の
よ
う
な
体
格
の
が
っ
し
り
と
し
て
立
派
な

男
に
恋
人
が
い
な
い
の
か
」
と
驚
き
、
「
男
の
方
が
好
き
な
の
か
」
と
聞

き
返
す
。
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
と
「
そ
れ
は
残
念
だ
」
と
述
べ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
場
面
で
は
ア
ル
ノ
ー
の
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
暗
示

さ
れ
て
い
る
。

『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
中
心
と
な
る
セ
ッ
ト
の
一
っ

に
横
一
列
に
並
ん
だ
九
つ
の
ブ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
と
ア
ル
ノ
ー
の
性
的
孤
独
を
強
調
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。

横
一
列
に
並
ん
だ
九
つ
の
プ
ー
ス
は
、
覗
き
部
屋
と
し
て
四
回
、
そ
し
て

電
話
ボ
ッ
ク
ス
と
し
て
二
回
用
い
ら
れ
、
上
演
中
計
六
回
も
登
場
す
る
の

で
、
観
客
の
脳
裏
に
焼
き
っ
く
舞
台
装
置
で
あ
る
。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
は
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
い
る
恋
人
に
電
話
を
す
る
た
め
に
電
話
ボ
ッ
ク
ス
を
使

い
、
ま
た
ア
ル
ノ
ー
は
覗
き
部
屋
で
孤
独
な
自
慰
を
行
う
た
め
に
、
こ
の

ブ
ー
ス
を
用
い
る
。
ル
パ
ー
ジ
ュ
は
「
パ
リ
は
最
も
閉
ざ
さ
れ
た
社
会
で

あ
る
た
め
、
私
は
作
品
の
中
で
一
連
の
プ
ー
ス
を
用
い
て
い
る
。
電
話
ボ
ッ

ク
ス
の
中
で
恋
人
に
電
話
を
し
て
い
る
人
や
、
覗
き
部
屋
の
中
に
い
る
人

（
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た
ち
は
皆
孤
独
な
の
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
九
つ
の
ブ
ー
ス

は
登
場
人
物
た
ち
の
孤
独
を
視
覚
的
に
伝
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

ア
ル
ノ
ー
が
娘
イ
ゾ
ル
デ
の
就
寝
前
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
『
影
法
師
j

を
読
み
聞
か
せ
る
場
面
が
あ
る
が
、
「
影
法
師
j

も
ま
た
ア
ル
ノ
ー
と
ア

ン
デ
ル
セ
ン
の
性
的
あ
い
ま
い
さ
ゆ
え
の
悩
み
を
表
現
す
る
の
に
使
わ
れ

て
い
る
。
ア
ル
ノ
ー
は
始
め
、
物
語
を
た
だ
朗
読
し
て
い
る
だ
け
だ
が
、

次
第
に
イ
ゾ
ル
デ
の
枕
元
に
あ
る
ラ
ン
プ
を
用
い
て
、
背
景
の
ス
ク
リ
ー

ン
に
自
身
の
影
を
映
し
出
し
て
、
物
語
を
語
る
と
同
時
に
演
じ
始
め
る
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
『
影
法
師
』
は
、
主
人
公
の
学
者
が
旅
先
で
自
身
の
影

を
失
う
の
だ
が
、
後
で
そ
の
影
が
立
派
な
身
な
り
で
学
者
を
訪
ね
て
来
る

と
い
う
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
帰
国
し
て
病
気
を
患
っ
て
か
ら
と
い
う
も

の
、
ま
る
で
影
法
師
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
学
者
を
温
泉
旅
行
に
誘

う
。
次
第
に
影
法
師
の
方
が
主
導
権
を
握
り
始
め
、
旅
先
で
そ
れ
は
決
定

的
と
な
る
。
温
泉
で
学
者
と
そ
の
影
法
師
は
王
女
に
出
会
う
の
だ
が
、
影
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法
師
は
学
者
の
方
が
自
分
の
影
法
師
な
の
だ
と
王
女
に
吹
き
込
む
。
上
手

＜
襲
さ
れ
た
王
女
は
影
法
師
を
す
っ
か
り
気
に
入
っ
て
し
ま
い
、
二
人
は

結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
真
実
を
伝
え
よ
う
と
す
る
学
者
は
王
女

の
手
下
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
そ
れ
を
語
る
ア
ル
ノ
ー
の
夫
婦
関
係
と
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
恋
愛
関
係

が
上
手
く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
ア
ル
ノ
ー
の
影
は
実
物
以
上
に
大
き
く
、
『
影
法

師
』
の
学
者
が
自
身
の
影
に
自
己
を
奪
わ
れ
る
よ
う
に
、
ア
ル
ノ
ー
と
影

の
主
従
関
係
の
逆
転
を
表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
影
は
、
覗
き
部
屋
に
溺
れ
、

実
は
男
性
に
も
興
味
が
あ
る
と
い
う
知
ら
れ
ざ
る
性
的
劣
等
感
を
抱
く
ア

ル
ノ
ー
を
表
し
、
そ
の
影
が
彼
の
実
生
活
を
侵
食
し
始
め
て
い
る
こ
と
を

思
わ
せ
る
。
こ
の
ア
ル
ノ
ー
の
性
的
劣
等
感
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
性
的
劣

等
感
で
も
あ
る
。
世
界
的
に
愛
さ
れ
て
い
る
有
名
な
童
話
作
家
で
あ
る
と

い
う
事
実
と
脚
色
さ
れ
た
自
伝
か
ら
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
は
肯
定
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
流
布
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
名
声
を
得
た
作
家
と
い
う

公
的
自
己
と
は
裏
腹
に
、
彼
は
売
春
宿
に
足
し
げ
く
通
い
、
男
性
に
も
恋

心
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
裏
の
姿
を
隠
蔽
し
続
け
た
結
果
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
は
本
当
の
自
己
を
見
失
い
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ

影
法
師
に
自
己
を
奪
わ
れ
、
社
会
か
ら
抹
殺
さ
れ
て
完
全
に
孤
立
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
恐
怖
は
、
ま
さ
に
ア
ル

ノ
ー
が
共
有
し
て
い
る
感
情
で
あ
り
、
ア
ル
ノ
ー
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
て

い
る
。

以
上
の
よ
う
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
作
品
は
自
伝
的
要
素
が
強
く
、
主
人

(
4
9
)
 

公
の
多
く
は
ま
さ
に
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
分
身
で
あ
る
」
。
し
た
が
っ
て

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
作
品
か
ら
は
彼
の
実
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
ル
パ
ー
ジ
ュ
は
=
／
ン
デ
ル
セ

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
だ
け
で
な
く
、
ル
パ
ー
ジ
ュ

自
身
が
感
じ
て
い
た
苦
悩
を
、
登
場
人
物
を
通
し
て
表
現
し
て
い
る
と
い

え
る
。
こ
の
こ
と
は
ル
パ
ー
ジ
ュ
が
第
二
作
目
の
一
人
芝
居
で
あ
る
『
ニ
ー

ド
ル
ズ
・
ア
ン
ド
・
オ
ピ
ウ
ム
j

(
N
e
e
d
l
e
s
 a
n
d
 O
p
i
u
m
,
 l'991)

で
扱
っ

た
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
や
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
も
、
あ
く
ま
で
自
己
を

表
現
す
る
た
め
の
媒
体
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

(
5
0
)
 

る。
ル
イ
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ル
ル
ー
は
、
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
よ
う
に
自
伝
的
な
作
品
は
ル
パ
ー
ジ
ュ
の
一
人
芝
居
に
限
ら
ず
、
近
年

の
ケ
ベ
ッ
ク
演
劇
の
傾
向
で
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
現
在

ケ
ベ
ッ
ク
の
劇
作
家
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
と
い
う
概
念
よ
り
も
自
分
自
身
に
輿

味
を
持
っ
て
い
る
。
総
体
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
の
呈
示
か
ら
、

個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
の
探
求
へ
と
焦
点
が
移
っ
て
い
る
。
そ
の
結

(
5
1
)
 

果
、
共
同
体
は
個
人
の
集
団
と
な
る
」
。
す
な
わ
ち
「
逆
説
的
だ
が
、
多

く
の
個
人
を
舞
台
で
表
現
す
る
こ
と
で
、
初
期
の
作
品
に
見
ら
れ
る
政
治

性
を
含
む
こ
と
な
く
、
共
同
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
現
が
可
能
と

な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
を

お
わ
り
に
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模
索
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
前
と
は
異
な
る
形
で
民
族
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
ア

ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
も
当
て
は
ま
る
。
つ
ま
り
、
ル
パ
ー
ジ
ュ

の
分
身
と
し
て
の
登
場
人
物
か
ら
、
ケ
ベ
ッ
ク
と
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
バ
ル

関
係
や
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
劣
等
感
が
垣
間
見
え
る
。
そ
の
た
め
『
ア
ン

デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
、
単
な
る
ル
パ
ー
ジ
ュ
の
自
己
言
及
や
、

そ
れ
に
伴
う
観
客
の
共
感
を
引
き
出
す
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
表
象
を
通

し
て
ケ
ベ
ッ
ク
の
抱
え
る
問
題
を
観
客
に
暗
示
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
1
)
本
論
で
扱
う
=
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
は
、
二

0
0七
年

五
月
に
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
あ
る
T
h
e
V
a
n
c
o
u
v
e
r
 P
l
a
y
h
o
u
s
e
 

T
h
e
a
t
r
e
で
上
演
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
二

0
0七
年
五
月
五
日
、
―
二
日
、

そ
し
て
二
ニ
日
の
三
回
観
劇
し
た
も
の
に
基
づ
く
。

(
2
)
日
本
公
演
の
際
は
、
世
田
谷
パ
プ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
に
て
ル
パ
ー
ジ
ュ
版

（
六
月
二
三
日
ー
三
0
日
）
及
び
白
井
版
（
七
月
ご
ロ
ー
八
日
）
が
上
演
さ
れ
、
そ

の
後
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
（
七
月
一
五
日
I

一
六
日
）
と
高
知
県
立

美
術
館
（
七
月
ニ
一
日
ー
ニ
二
日
）
、
そ
し
て
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
七
月

二
九
日
I

三
0
日
）
に
て
白
井
版
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上
演
さ
れ
た
。
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H
a
n
s
 C
h
r
i
s
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D
i
r
.
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i
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